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3-3-1  
データベース方式



データベースの 
種類と特徴
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データベースの種類と特徴
• 階層型データベース 

データを階層型の親子関係で示す．データ同士の関係はポインタで表す 

• ネットワーク型データベース 
階層型で表現できない，子が複数の親を持つ状態を表現 

• 関係データベース（リレーショナルデータベース：RDBMS） 
テーブル間の関連でデータを表現するデータベース． 

• オブジェクト指向データベース（OODB） 
オブジェクト指向に対応したデータベース．データと操作を一体化して扱う
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データベースのモデル
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データベースのモデル
•３層に分ける理由 

データの独立性を高めるため 

ユーザの要求がある度にデータベースを提供
していたら大変 

• ユーザからの変更要求を外部スキーマで吸収 

ビューを定義，見せるための表を作る 

• データベースの性能改善を行うときにデータベース
そのものに影響を与えないよう，変更は内部スキー
マで行う 

インデックスを定義，検索を高速化する
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DBMS 
(データベース管理システム)
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DBMS
•データを１つにまとめて管理することで，データの整合性を保ち，データを安全に保管 

メタデータ管理 

データとその特性(メタデータ)を管理 

質問(クエリ)処理 

クエリ(SQL)を処理 

トランザクション管理 

複数のトランザクションの同時実行を管理 

• DBMSにはセキュリティの機能がある 

• 現在は関係型のRDBMS(リレーショナルDBMS) 
RDBMSにはセキュリティ機能を備えるものが多くなっている
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